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家庭内における省エネルギー行動と意識に関する研究

集合住宅におけるエネルギー利用の季節変動と居住者の特性・省エネ行動との関係性
Study on the energy saving behavior and consciousness in dwellings

Energy use in a condominium, correlation with the seasonal variation of energy use and the characteristics of residents or their
energy saving behaviors 
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【提案Ⅰ】3つのシェアを提案

平成25年度(第2回)住宅･建築物省CO2先導事業に採択された「東急グループで取り組む省CO2推進プロジェクト」の
一環として、集合住宅におけるハード･ソフトの様々な省CO2施策の実効性の検証を目的として、東京都市大学／(一
社)日本ガス協会／東急グループ各社の産学連携による共同研究を実施した。

【提案Ⅱ】省CO2･省エネ生活をサポート

１. 熱環境改善サポートプログラム

・モニター３組の体感型ワークショップ実施 （前住居と入居後を比較計測）

２. エコな暮らし方塾

・入居直後～１年後で３回開催

・温度・湿度のコントロール等を 分かりやすく解説

３．J－クレジット制度（プログラム型プロジェクト）の活用

・購入者で構成する｢ブランズシティ品川勝島省エネ・創エネ倶楽部｣で、

エネファーム発電によるCO2排出量の削減効果をクレジット化し、

共用部の電気使用量とオフセット 1年目→94トン、2年目→119トン(予定）

【提案Ⅲ】効果を検証

クレジット認証
カーボン・

オフセット証書



背景 調査対象

LDエアコン利用タイプ別エネルギー利用 LDエアコン利用タイプ別の省エネ行動

[S]
｢扇風機利用｣度が高い
さらに
｢AC設定温度｣｢すだれ｣
｢窓を開けて通風｣
｢ACフィルタ清掃｣
も高い傾向

夏期は扇風機を
積極的に利用し、
エアコン利用を抑制



主婦の就業タイプと不在時間

主婦の就業タイプとエネルギー利用

主婦の就業タイプと省エネ行動

不在時間とエネルギー利用

平日

休日


